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[序 ]  分子エレクトロニクスへの応用をめざし、電極間を架橋した１分子の電気伝導

性が注目を集めている。これまで様々な単分子接合が作製され伝導度計測が行われ

てきたが、そのほとんどの場合、分子と金属の接合には S-Au 結合が用いられてき

た。一方、分子の伝導性は電極金属との結合状態に加えて電極の電子状態密度や金

属と分子の電子軌道のエネルギー差など様々な要因によって決まり、分子によって

は S-Au の組み合わせが最適であるとは限らない。そこで本研究では新たなアンカ

ー部位の探索を目的とし、溶液内にて SH,  NC,  COOH,  NH 2 置換基をパラ位に有する

二置換ベンゼンを Au,あるいは Pt 電極間に架橋させ電気伝導度の置換基依存性を検

討した [1 ]。  

[実験 ]  測定には走査型トンネル顕微鏡を改造した装置を用いた [2 ]。単一分子接合は

1  mM の 1 ,4 -ジイソシアノベンゼン、 1 ,4 -ベンゼンジチオール、 1 ,4 -ジアミノベンゼ

ン、 1 ,4 ジカルボン酸ベンゼンを含む溶液中にて、Au あるいは Pt の探針を単結晶と

接触、破断させることで作製した。金属接合の破断直後、金属ナノギャップに架橋

した分子の伝導度を in - s i tu 測定した。  

[結果 ]  図にベンゼンジチオール溶液中における Pt ナノ接合のコンダクタンストレ

ース、ヒストグラムを示す。溶液に分子が存在しない場合、 Pt 接合破断直後、 Pt 接

合の伝導度は電極間の引き延ばし距離に従い急激に減少した。一方、分子が存在す

る場合、伝導度は 0 .03  G 0  (G 0 =2e 2 /h )の整数倍の値を示しながら減少する様子が観察

された。対応してヒストグラムに 0 .03  G 0 のピークが観測された。以上の結果は Pt

に架橋したベンゼンジチオール単分子の伝導度が 0 .03  G 0 であることを示している。

この値は Au 電極に架橋した単分子の伝導

度 に 比 べ 一 桁 高 い 値 で あ る 。 ま た 置 換 基 と

して S、NC、COOH、NH 2 として比較した場

合 、 Au 電 極 に 架 橋 し た 単 分 子 の 伝 導 度 は

COOH>NH 2 >S≈NC の順となった。  

以 上 の 結 果 は 電 極 金 属 の 状 態 密 度 、 金 属

と 分 子 の 接 合 形 態 、 金 属 フ ェ ル ミ 準 位 と 分

子 軌 道 の ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ ー 整 合 性 が

金 属 -単 分 子 接 合 の 伝 導 度 を 決 定 す る 重 要

な 因 子 で あ る こ と を 示 し て い る と 考 え ら れ

る。  
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